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 令和 8年熊本地震の被災地では猛暑が続いており、免疫力が低下した避難所では集団感染が発生しやすい 

状況です。特に呼吸器感染症、急性胃腸炎、熱中症に伴う二次感染が懸念されます。 

災害はいつ起きるかはわからないですが、備えあれば憂いなし。いつ発生しても困らないように準備して 

おくことがとても重要なことであると思います。 

 

                                            

      
●警戒すべき感染症 

1．呼吸器感染症（新型コロナ・インフルエンザ・RSウイルス） 

状況：換気が不十分で避難所の密閉空間で飛沫や接触により急速に 

広がる 

対策：周囲との距離確保、定期的換気、マスク着用、共有部分の消毒 

 

2．感染性胃腸炎（ノロウイルス+ロタウイルス） 

状況：断水で手洗いが不十分になりトイレの共有部分や衛生状態の悪 

い食品から感染する 

対策：ウェットティッシュや手指消毒剤でこまめに除菌する 

 

3．誤嚥性肺炎 

状況：避難所生活で水分補給を控えることで口腔内が乾燥し、細菌が 

繁殖して肺炎を引き起こす 

対策：少ない水分でも歯磨きやうがいの徹底。ガムを噛んだりウェット 

ティッシュで口腔内を清潔にする 

 

4．皮膚疾患（伝染性膿痂疹、疥癬など） 

状況：入浴が不十分で多汗による皮膚汚染、さらに衣服や布団の不衛生により発生する 

対策：ぬれタオルやウェットティッシュによる清拭、吸水性の高い衣服や肌着を着用し、利用できるシャワー設備があ

れば石鹸をよく泡立てて手で優しく洗い流す。 

 

●備える必需品 

★水と食料：1 人 3L を目安に最低 3 日間から 1 週間分、アルファ

米やレトルト食品、ビスケット 

★生活用ストック：簡易トイレ、トイレットペーパー。ティッシュ、ラップ

（食器の代わり） 

★調理・灯り：カセットボンベ、ガスボンベ、懐中電灯、LED ランタ

ン、乾電池 

★現金 

★衛生用品：救急セット（絆創膏、包帯、常備薬）、ホイッスル 

★防寒・保護具：アルミブランケット、レインコート、ヘルメット、軍

手、靴 
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★病棟職員の使用量がなかなか増加しません。今後も引き続きタイミングよく手指衛生を心がけてください 

★2026年アルコール手指消毒剤使用量

報告 
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